
別紙１ 
「平成 21 年度特別調査 再入院に係る調査」調査票 

 
◇ 医療機関名：  
◇ 患者データ識別番号：     生年月日（西暦）：  
◇ 診療科コード（前回退院時）：  

診断群分類（前回退院時）：  
最医資病名（前回退院時）：  
入院日 ：     ICD‐10 ：  
退院日 ：     退院時転帰：  
入院目的：  

◇ 診療科コード（今回退院時）：  
診断群分類（今回退院時）：  
最医資病名（今回退院時） ：  
入院日 ：     ICD‐10 ：   
退院日 ：     退院時転帰：  
入院目的：  

 

◇ 再入院の理由：  
「計画的再入院」か、「予期された再入院」か、「予期せぬ再入院」かをまず判断し、

その具体的理由の欄に「○」を記入してください。 
「あり得る」合併症の発症や疾患の再発があって再入院した場合でも、それが患者に

対して十分な説明がなされておらず、予期されていなかった場合には「予期せぬ再入

院」としてください。 
 項目を選択するに当たっては、参考資料の例を参照してください。  
＊計画的再入院 
（ ）① 検査入院後手術のため 
（ ）② 計画的手術・処置のため 
（ ）③ 化学療法・放射線療法のため 
（ ）④ 定期検査のため 
（ ）⑤ 前回入院時、検査・手術を中止して帰宅したため 
（ ）⑥ 手術のための体調回復をまつために一時帰宅したため 
（ ）⑦ その他（                        ） 
＊予期された再入院 
（ ）① 予期された疾病の悪化、再発のため 
（ ）② 予期された合併症発症のため 
（ ）③ 患者の QOL 向上のため一時帰宅したため 
（ ）④ 前回入院において患者の都合により退院したため 
（ ）⑤ その他（                        ） 
＊予期せぬ再入院 
（ ）① 予期せぬ疾患の悪化、再発のため 
（ ）② 予期せぬ合併症発症のため 
（ ）③ 他疾患発症のため 
（ ）④ その他（                        ） 
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（参考） 
再入院理由の具体例 

 項目 具体例 

＊ 

計
画
的
再
入
院 

① 検査入院後手術の

ため 
小児の先天性心室中隔欠損症で前回カテ―テル検査の

ため入院、今回はパッチ閉鎖手術のため入院。 
② 計画的手術・処置

のため 
前回、骨折で入院して観血的整復術をうけた。今回、抜

釘手術のため入院。 
③ 化学療法・放射線

療法のため 
前回、急性骨髄性白血病に対する化学療法のため入院、

今回も化学療法を受けるため入院。 
④ 定期検査のため 前回、急性心筋梗塞で大動脈バイパス手術を受けた。今

回、術後のカテーテル検査のため入院。 
⑤ 前回入院時、検

査・手術を中止して

帰宅したため 

小児で斜視手術のため入院したが、前日夕に咽頭部の発

赤と発熱があったので手術を中止して退院、軽快したの

で２週間後に手術のため入院。 
⑥ 手術のための体調

回復をまつために一

時帰宅したため 

前回、極度の貧血のため入院、子宮筋腫の診断のもと貧

血に対する治療を行い退院、今回、貧血が改善したので

手術（単純子宮全摘術）目的で入院。 
⑦ その他  

＊ 

予
期
さ
れ
た
再
入
院 

① 予期された疾患の

悪化、再発のため 
前回、胃癌再発で入院し治療をうけて退院、自宅療養中

であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り返すようにな

り入院。 
② 予期された合併症

発症のため 
食道癌治療のため入院、患者の希望で胃瘻は造設されな

かったが、退院時誤嚥性肺炎がおこることもあるとの説

明を受けていた。退院一週間後誤嚥性肺炎が発症したの

で入院。 
③ 患者の QOL 向上

のため一時帰宅した

ため 

前回、肺小細胞癌で入院したが、ターミナルであるが小

康をえていたので、患者の QOL の向上を図るため退院、

今回、疼痛や呼吸困難が強くなり入院。 
④ 前回入院において

患者の都合により退

院したため 

大腸ポリープの内視鏡手術のため入院したが、患者親戚

に不幸があり、下血等の症状がなかったので退院。所用

も片付いたので、再度入院してポリープ切除をうけた。

⑤ その他  

＊ 

予
期
せ
ぬ
再
入
院 

① 予期せぬ疾患の悪

化、再発のため 
前回、虚血性心疾患で入院、治療をうけて軽快退院、退

院時風邪をひかないようにとの注意を受けていたが、心

不全になるとの説明はうけていなかった。退院 1 ヶ月後

風邪をひき、心不全になったので入院。 
② 予期せぬ合併症発

症のため 
前回、食道癌治療のため入院、患者の希望で胃瘻は造設

されなかったが、今後誤嚥性肺炎がおこりうるとの説明

はなかった。退院 1 週間後誤嚥性肺炎のため入院。 
③ 他疾患発症のため 前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて退院、そ

の 5 日後急性心筋梗塞を発症して入院。 
④ その他  
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再転棟理由の具体例 
 項目 具体例 

＊ 

計
画
的
再
転
棟 

① 検査で DPC 算定

病棟へ入院後手術の

ため 

狭心症で前回カテ―テル検査のため DPC 算定病棟へ入

院、今回は冠動脈形成術のため DPC 算定病棟へ転棟。

② 計画的手術・処置

のため 
前回、骨折で DPC 算定病棟へ入院して観血的整復術を

うけた。今回、抜釘手術のため DPC 算定病棟へ転棟。

③ 化学療法・放射線

療法のため 
前回、急性骨髄性白血病に対する化学療法のため DPC
算定病棟へ入院、今回も化学療法を受けるため DPC 算

定病棟へ転棟。 
④ 定期検査のため 前回、急性心筋梗塞で大動脈バイパス手術を受けた。今

回、術後のカテーテル検査のため DPC 算定病棟へ転棟。

⑤ 前回 DPC 算定病

棟での入院時、検

査・手術を中止して

一時転棟したため 

白内障手術のため DPC 算定病棟へ入院したが、前日夕

に咽頭部の発赤と発熱があったので手術を中止して転

棟、軽快したので２週間後に手術のため DPC 算定病棟

へ転棟。 
⑥ 手術のための体調

回復をまつために一

時転棟したため 

前回、極度の貧血のため DPC 算定病棟へ入院、子宮体

癌の診断のもと貧血に対する治療を行い転棟、今回、貧

血が改善したので手術（子宮悪性腫瘍手術）目的で DPC
算定病棟へ転棟。 

⑦ その他  

＊ 

予
期
さ
れ
た
再
転
棟 

① 予期された疾患の

悪化、再発のため 
前回、胃癌再発で DPC 算定病棟へ入院し治療をうけて

転棟、療養中であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り

返すようになり DPC 算定病棟へ転棟。 
② 予期された合併症

発症のため 
食道癌治療のため DPC 算定病棟へ入院、患者の希望で

胃瘻は造設されなかったが、転棟時に誤嚥性肺炎がおこ

ることもあるとの説明を受けていた。転棟一週間後誤嚥

性肺炎が発症したので DPC 算定病棟へ転棟。 
③ 患者の QOL 向上

のため一時転棟した

ため 

前回、肺小細胞癌で DPC 算定病棟へ入院したが、ター

ミナルであるが小康をえていたので、患者の QOL の向

上を図るため転棟、今回、疼痛や呼吸困難が強くなり

DPC 算定病棟へ転棟。 
④ 前回 DPC 算定病

棟での入院時におい

て患者の都合により

転棟したため 

前回 DPC 算定病棟での入院時に、患者が手術を希望し

なかった為手術を実施せず転棟となったが病状の変化

により手術を実施することとなり、再度 DPC 算定病棟

へ転棟し手術を実施した。 
⑤ その他  
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＊ 

予
期
せ
ぬ
再
転
棟 

① 予期せぬ疾患の悪

化、再発のため 
前回、虚血性心疾患で DPC 算定病棟へ入院、治療をう

けて軽快転棟、転棟時風邪をひかないようにとの注意を

受けていたが、心不全になるとの説明はうけていなかっ

た。転棟 1 ヶ月後風邪をひき、心不全になったので DPC
算定病棟へ転棟。 

② 予期せぬ合併症発

症のため 
前回、食道癌治療のため DPC 算定病棟へ入院、患者の

希望で胃瘻は造設されなかったが、今後誤嚥性肺炎がお

こりうるとの説明はなかった。転棟 1 週間後誤嚥性肺炎

のため DPC 算定病棟へ転棟。 
③ 他疾患発症のため 前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて転棟、そ

の5日後急性心筋梗塞を発症してDPC算定病棟へ転棟。

④ その他  
 
※DPC 算定病棟とは、以下の入院基本料等を届出ている病棟をいう。 
 

・一般病棟入院基本料 
・特定機能病院入院基本料（一般） 
・専門病院入院基本料 
・救命救急入院料 
・特定集中治療室管理料 
・ハイケアユニット入院医療管理料 
・脳卒中ケアユニット入院医療管理料 
・新生児特定集中治療室管理料 
・総合周産期特定集中治療室管理料 
・広範囲熱傷特定集中治療室管理料 
・一類感染症患者入院医療管理料 
・小児入院医療管理料 
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